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望
洋
荘
便
り
百
号
発
行
記
念
に
寄
せ
て 

―
東
日
本
大
震
災
復
興
元
年
に
思
う
― 

   
社
会
福
祉
法
人
り
ん
さ
く
福
祉
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理
事
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須
田 

 

滉 

 

平
成
十
五
年
十
二
月
一
日
、
こ
こ
い
わ
き
市
平
豊
間
の
高
台
に
介
護
老
人
福
祉
施
設

「
望
洋
荘
」
を
開
設
し
ま
し
た
。
来
年
に
は
丸
十
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ

の
望
洋
荘
便
り
も
百
号
を
重
ね
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
も
私
た
ち
職
員
が
、
地

域
の
方
々
や
、
入
所
者
を
始
め
と
し
て
そ
の
家
族
の
多
く
方
々
に
支
え
ら
れ
て
き
た
お

か
げ
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
望
洋
荘
便
り
百
号
の
中
で
、
多
く
の
情
報
を
提
供
し
な

が
ら
望
洋
荘
に
関
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
方
々
と
の
連
携
を
保
っ
て
き
た
も
の
と
自
負
し
て

い
ま
す
。
こ
の
十
年
近
い
間
に
は
多
く
の
事
が
あ
り
ま
し
た
。
一
言
で
は
書
き
尽
く
せ

な
い
多
く
の
経
験
や
思
い
を
そ
れ
ぞ
れ
の
方
が
お
持
ち
で
し
ょ
う
。 

 

晴
れ
渡
る
空
と
光
る
海
を
背
景
に
、
塩
屋
埼
灯
台
の
白
い
姿
は
今
ま
で
と
変
わ
る
こ

と
な
く
見
渡
す
事
が
出
来
ま
す
が
、
こ
こ
望
洋
荘
か
ら
見
え
る
周
囲
の
風
景
は
ず
い
ぶ

ん
と
異
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
昨
年
の
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
未
曾
有

の
大
地
震
・
大
津
波
を
伴
っ
た
東
日
本
大
震
災
、
そ
し
て
こ
れ
に
引
き
続
い
て
起
き
た

福
島
第
一
原
発
の
爆
発
事
故
と
放
射
線
漏
洩
に
よ
る
放
射
能
汚
染
が
あ
り
ま
し
た
。
未

だ
に
風
評
被
害
が
続
い
て
お
り
、
震
災
の
復
興
も
ま
ま
な
ら
な
い
状
態
が
続
い
て
い
ま

す
。
今
思
う
と
、
当
時
の
望
洋
荘
が
長
く
陸
の
孤
島
化
し
た
状
態
の
中
、
職

員
全
員
が
地
域
の
支
援
の
も
と
に
孤
軍
奮
闘
し
一
人
の
犠
牲
者
も
な
く
乗

り
越
え
た
の
は
つ
い
先
日
の
如
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。
こ
の
大
震
災
に
よ
り
日

本
人
の
心
の
優
し
さ
、
人
と
人
と
の
絆
の
強
さ
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
当
望
洋

荘
で
も
例
外
で
な
く
、
職
員
全
体
が
一
丸
と
な
っ
て
あ
の
難
局
面
を
切
り
抜

け
る
事
が
出
来
た
こ
と
に
、
改
め
て
皆
様
に
心
か
ら
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

し
か
し
、
望
洋
荘
か
ら
見
下
ろ
せ
る
豊
間
、
薄
磯
海
岸
は
地
震
・
津
波
に

よ
る
甚
大
な
被
害
を
蒙
り
多
く
の
方
が
亡
く
な
り
、
建
物
の
崩
壊
も
全
壊
に

て
、
ほ
ぼ
壊
滅
状
態
に
至
り
ま
し
た
。
変
わ
ら
ず
に
潮
騒
と
潮
の
香
り
が
、

む
せ
返
る
ほ
ど
の
海
の
息
吹
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
て
は
お
り
ま
す
が
。 

 

室
生
犀
星
の
詩
（
小
景
異
情
～
そ
の
二
～
）
に
、 

 
 
 

ふ
る
さ
と
は 

 
 

遠
き
に
あ
り
て
思
ふ
も
の 

 
 

そ
し
て
悲
し
く
う
た
ふ
も
の 

 
 

よ
し
や
う
ら
ぶ
れ
て 

 
 

異
土
の
乞
食
と
な
る
と
て
も 

 
 

帰
る
と
こ
ろ
に
あ
る
ま
じ
や 

 
 

ひ
と
り
都
の
ゆ
ふ
ぐ
れ
に 

 
 

ふ
る
さ
と
お
も
ひ
涙
ぐ
む
・
・
・
・
・ 

 
 

こ
の
見
慣
れ
た
浜
の
景
観
が
こ
れ
ま
で
に
も
変
わ
り
果
て
て
思
い
出
す

術
も
な
し
で
す
。
記
念
の
百
号
が
、
大
震
災
の
爪
痕
を
記
さ
ね
ば
な
ら
な
い

の
は
、
誠
に
切
な
い
事
で
あ
り
ま
す
が
こ
れ
も
運
命
（
さ
だ
め
）
な
の
で
し

ょ
う
。
ど
う
ぞ
、
職
員
を
始
め
、
望
洋
荘
に
住
む
多
く
方
々
や
そ
の
家
族
も

今
回
の
大
地
震
で
大
き
な
災
害
を
受
け
ま
し
た
。
被
害
を
受
け
た
皆
さ
ん
の

心
境
を
思
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
故
郷
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
を
考
え
て
あ
げ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
こ
そ
職
員
の
優
し
い
心
で
故
郷
を
失
っ
た
方
々

に
接
し
て
下
さ
い
。 
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三
月
三
日
（
土
）
午
後
二
時
よ
り
、
塩
屋
岬
ホ
ー
ル
に

て
、
お
ひ
な
祭
り
お
や
つ
バ
イ
キ
ン
グ
を
開
催
し
ま
し
た
。 

白
酒
で
乾
杯
の
後
、
お
菓
子
や
、
ケ
ー
キ
を
召
し
上
が
り

な
が
ら
、
他
の
ユ
ニ
ッ
ト
の
い
つ
も
と
違
う
顔
ぶ
れ
の
入

居
者
様
と
も
、
和
や
か
に
談
話
を
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。 

最
後
に
お
ひ
な
様
飾
り
の
前
で
に
こ
や
か
な
お
顔
で
記

念
写
真
に
お
さ
ま
り
ま
し
た
。 

                  

   

三
月
十
八
日
（
日
）
塩
屋
岬
ホ
ー
ル
に
て
、
四
倉
・
勿

来
ユ
ニ
ッ
ト
合
同
家
族
交
流
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。 

 

お
彼
岸
の
中
日
が
間
近
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
肌
寒
さ
を 

感
じ
る
日
で
は
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
ホ
ー
ル
の
中
は
充

分
に
暖
が
整
え
ら
れ
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
や
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー

を
楽
し
み
な
が
ら
、
和
や
か
な
雰
囲
気
で
一
時
を
過
ご
す 

事
が
出
来
ま
し
た
。 

                 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    

三
月
二
十
六
日
（
月
）、
東
日
本
大
震
災
で
被
災
さ
れ
た
介

護
施
設
の
実
態
把
握
の
た
め
ロ
シ
ア
の
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
グ
ル

ク
一
〇
〇
テ
レ
ビ
よ
り
、
取
材
に
来
荘
さ
れ
ま
し
た
。 

 

い
わ
き
市
民
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
（
Ｆ
Ｍ
い
わ
き
）
代
表
の

方
も
御
一
諸
さ
れ
、
震
災
か
ら
一
年
が
経
過
し
た
日
本
の
現
状

を
、
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
的
に
放
映
す
る
番
組
の
取
材
で
し
た
。 

 

外
務
省
よ
り
、
日
本
全
体
が
風
評
被
害
に
遭
遇
し
て
い
る
状

況
を
海
外
の
メ
デ
ィ
ア
に
紹
介
し
て
頂
き
た
い
と
ロ
シ
ア
の
テ

レ
ビ
局
に
依
頼
し
、
今
回
相
馬
地
区
と
い
わ
き
が
取
材
の
地
域

に
選
ば
れ
ま
し
た
。 

原
発
問
題
等
、
様
々
な
障
害
に
立
ち
向
か
っ
て
頑
張
っ
て
い

る
被
災
地
の
皆
さ
ん
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
も
含
め
て
ロ
シ
ア
全
土

に
五
月
下
旬
頃
放
映
さ
れ
る
事
に
決
定
し
た
と
の
事
で
す
。 

 

外
務
省 

欧
州
局 

日
露
経
済
室 

 

外
務
事
務
官 

 

位
高 

や
よ
い 

様 

 サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
グ
ル
ク
一
〇
〇
Ｔ
Ｖ 

 

報
道
カ
メ
ラ
マ
ン
主
幹 

 
 

カ
シ
ラ
・
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル 

ア
ナ
ト
・
リ
エ
ヴ
ィ
チ 

様 
 

報
道
編
集
部
上
級
特
派
員 

 
 

バ
ン
ド
ゥ
リ
ナ
・
ナ
タ
ー
リ
ヤ 

 
 

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ヴ
ナ 

様 

 

㈱
い
わ
き
市
民
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送 

代
表
取
締
役 

 

渡

辺

 

弘 

様 

放

送

局

長 
 
 
 

安

部

正

明 

様 

望 

洋 

荘 

お
雛
祭
り
・お
や
つ
バ
イ
キ
ン
グ 

四
倉 

・ 

勿
来 

合
同
家
族
交
流
会 

外
務
省 

欧
州
局 

御
来
荘 
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三
月
三
日
（
木
）
ひ
な
祭
り
は
、
各
ユ
ニ
ッ
ト
雛
あ
ら
れ
や

お
菓
子
を
準
備
し
て
、
お
茶
会
を
行
い
ま
し
た
。 

当
日
は
、
み
ま
や
西
の
濱
地
様
よ
り
、
入
居
者
全
員
に
手

縫
い
の
ポ
ー
チ
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。
毎
日
ひ
と
針
ひ

と
針
一
生
懸
命
縫
う
姿
に
感
激
し
ま
し
た
。
入
居
者
の
み
ん

な
大
喜
び
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

広
場
に
飾
っ
た
雛
人
形
が
入
居
者
様
に
と
て
も
好
評
で
、
つ

い
つ
い
仕
舞
え
ず
旧
暦
の
三
月
三
日
（
三
月
二
十
四
日
）
ま
で

鎮
座
し
ま
し
た
。 

                  

   

三
月
十
二
日
（
月
）
み
ま
や
東
、
二
二
日
（
木
）
み
ま
や
南

の
入
居
者
様
と
ガ
ス
ト
へ
お
茶
会
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

入
居
者
様
も
毎
回
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
度
は
何

を
食
べ
よ
う
か
な
と
外
出
前
か
ら
、
わ
く
わ
く
し
て
い
る
様

子
で
す
。
お
店
の
中
で
は
ド
リ
ン
ク
バ
ー
と
あ
ん
み
つ
・
ハ
ン
バ

ー
グ
・
特
大
ポ
テ
ト
フ
ラ
イ
ポ
テ
ト
（
フ
ジ
ヤ
マ
盛
り
）
な
ど
を

頼
ま
れ
、
職
員
と
一
緒
に
食
べ
て
飲
ん
で
談
笑
さ
れ
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。
帰
り
に
は
「
ま
た
来
た
い
ね
」
「
楽
し
か
っ
た
」
な

ど
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

                  

   

三
月
十
六
日
（
金
）
み
ま
や
南
、
二
八
日
（
水
）
み
ま
や
西
の

入
居
者
様
と
平
谷
川
瀬
に
あ
る
回
転
寿
司
「
ス
シ
ロ
ー
」
に
行
っ

て
き
ま
し
た
。 

開
設
当
初
よ
り
「
お
寿
司
を
食
べ
に
行
き
た
い
」
と
い
う
リ
ク

エ
ス
ト
が
一
番
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
四
か
月
が
経
ち
、
よ
う
や

く
実
現
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
豊
富
な
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
次
々

と
注
文
さ
れ
て
、
「
も
う
食
べ
ら
れ
な
い
」
と
い
う
ぐ
ら
い
満
腹
に

な
っ
て
帰
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
大
変
好
評
で
他
の
入
居
者
様
に

も
定
期
的
に
実
施
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

                  

「
ひ
な
祭
り
」 

せ
ん
し
ょ
う
苑 

「
ガ
ス
ト
」 

テ
ィ
ー
タ
イ
ム 

「
ス
シ
ロ
ー
」
食
事
ツ
ア
ー 
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平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
よ
り
、
介
護
保
険
改
正
に
伴
い

利
用
料
金
が
左
記
の
と
お
り
一
部
変
更
に
な
り
ま
す 

一
ヶ
月
（
３
０
日
）
あ
た
り
６
３
０
～
７
８
０
円
負
担
金
額

が
減
額
と
な
り
ま
す
が
、
新
ら
た
に
介
護
職
員
処
遇
改
善
加

算
が
月
額
４
６
７
～
６
５
７
円
負
担
が
増
額
と
な
り
、
実
質

月
額
１
２
３
～
１
６
３
円
負
担
金
額
が
減
額
と
な
り
ま
す
。 

一
ヶ
月
（
３
０
日
）
あ
た
り
要
介
護
５
以
外
の
方
は
２
４
０

～
３
３
０
円
負
担
金
額
が
減
額
と
な
り
ま
す
が
、
新
ら
た
に

介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
が
月
額
５
３
３
～
７
２
３
円
負
担

が
増
額
と
な
り
、
要
介
護
５
の
方
で
７
２
３
円
、
要
介
護
５
以

外
の
方
は
実
質
月
額
２
３
３
～
４
０
６
円
ご
負
担
金
額
が
増

額
と
な
り
ま
す
。 

  

望  

洋  

荘 

四
月
二
十
日 (

金) 
 

「
お
花
見
ド
ラ
イ
ブ
」
四
倉
ユ
ニ
ッ
ト 

 

 
 
 

鹿
島
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
エ
ブ
リ
ア
河
川
敷 

 

 

四
月
二
二
日 (

日)
  

午
後
一
時
よ
り 

 
 
 

「
平
成
二
十
四
年
度
家
族
会
総
会
」
塩
屋
岬
ホ
ー
ル 

 

せ
ん
し
ょ
う
苑 

四
月 

九 

日
（
月
）
午
後
二
時
よ
り 

「
ガ
ス
ト
外
食
ツ
ア
ー
」 

み
ま
や
東 

四
月
十
三
日
（
金
）
午
後
三
時
よ
り 

「
避
難
訓
練
」 

四
月
十
七
日
（
火
）
午
前
十
一
時
よ
り 

「
お
花
見
会
」 

み
ま
や
西 

四
月
十
八
日
（
水
）
午
前
九
時
三
十
分
よ
り 

「
お
花
見
会
」 

み
ま
や
東 

四
月
十
八
日
（
水
）
午
後
二
時
三
十
分
よ
り 

「
ガ
ス
ト
外
食
ツ
ア
ー
」 

み
ま
や
南 

四
月
十
九
日
（
火
）
午
前
九
時
三
十
分
よ
り 

「
お
花
見
会
」 

み
ま
や
南 

四
月
二
三
日
（
月
）
午
前
十
一
時
よ
り 

「
お
花
見
会
」 

み
ま
や
東 

四
月
二
三
日
（
月
）
午
後
二
時
三
十
分
よ
り 

「
ガ
ス
ト
外
食
ツ
ア
ー
」 

み
ま
や
南 

 

  

望  

洋  

荘 

四
月 

一 

日
（
日
） 

 
  

薄  

磯 
 

水
野 

琴
子 

様  (

九
七
歳) 

誕
生
会 

四
月 

八 

日
（
日
） 

 
  

薄  

磯 
 

鈴
木 

シ
メ 

様  (

九
七
歳) 

誕
生
会 

四
月
十
七
日
（
火
） 

 
  

豊  

間 
 

大
河
原
公
義 

様  (

八
三
歳) 

誕
生
会 

四
月
二
七
日
（
金
） 

 
  

永  

崎 
 

松
木  

勇 

様  (

八
九
歳) 

誕
生
会 

 

せ
ん
し
ょ
う
苑 

  

四
月 

一 

日
（
日
） 

 
 

み
ま
や
南  

関
野  

誠
美 

様 
(

八
七
歳) 

誕
生
会 

四
月
二
八
日
（
土
） 

 
 

み
ま
や
南  

大
内
ト
ヨ
子 

様 
(

八
九
歳) 

誕
生
会 

           

要
介
護 

５ 

要
介
護 

４ 

要
介
護 

３ 

要
介
護 

２ 

要
介
護 

１ 

【望
洋
荘
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
】  

※
一
日
あ
た
り 

９
３
３
円 

８
６
３
円 

７
９
２
円 

７
２
２
円 

６
５
１
円 

     

９
０
７
円 

８
３
９
円 

７
７
０
円 

６
９
９
円 

６
３
０
円 

▲
２
６
円 

▲
２
４
円 

▲
２
２
円 

▲
２
３
円 

▲
２
１
円 

要
介
護 

５ 

要
介
護 

４ 

要
介
護 

３ 

要
介
護 

２ 

要
介
護 

１ 

【せ
ん
し
ょ
う
苑
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